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【手続補正書】
【提出日】平成21年3月12日(2009.3.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空間エンハンスメント層ビデオ・データを符号化するための動きベクトルを予測する方
法であって、
　ベース層の動きフィールドをアップサンプリングするステップと、
　前記アップサンプリングされた動きフィールドの動きベクトルをエンハンスメント層の
１６×１６マクロブロックに割り当てるステップと、
　１６×１６マクロブロックの動きベクトルから８×８ブロックについての動きベクトル
を生成するステップであって、イントラ符号化された８×８ブロックについての動きベク
トルが４つの最近接のインター符号化された８×８ブロックの動きベクトルから補間され
る、該ステップと、
　前記イントラ符号化された８×８ブロックの動きベクトルから４×４ブロックの動きベ
クトルを補間するステップと、
　符号化モード決定を実施するステップであって、ベース層スキップ・モードの場合に前
記４×４ブロックの動きベクトルが予測子として使用される、該ステップと、
を含む、前記方法。
【請求項２】
　前記イントラ符号化された８×８ブロックの前記動きベクトルを生成するために双一次
補間が使用される、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記双一次補間は、ｍｖ０＝（（Ｄｃ・ｍｖａ＋Ｄａ・ｍｖｃ）／（Ｄａ＋Ｄｃ）＋（
Ｄｄ・ｍｖｂ＋Ｄｂ・ｍｖｄ）／（Ｄｂ＋Ｄｄ））／２に従って、現８×８ブロックから
前記４つの最近接のインター符号化された８×８ブロック（ブロックＡ，．．．，ブロッ
クＤ）までの距離（Ｄａ、Ｄｂ、Ｄｃ、Ｄｄ）を考慮に入れる、請求項２記載の方法。
【請求項４】
　前記４×４ブロックの動きベクトルを補間するために、前記現１６×１６マクロブロッ
クの８×８ブロックの動きベクトルのみが使用される、請求項１記載の方法。
【請求項５】
　前記４×４ブロックの動きベクトルを補間することは、前記現１６×１６マクロブロッ
クの８×８ブロックの前記動きベクトルに重みを割り当てることを含み、８×８ブロック
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の動きベクトルに割り当てられる前記重みは、前記４×４ブロックに隣接するかまたは前
記４×４ブロックに含まれるその２×２サブブロックの数に依存する、請求項４記載の方
法。
【請求項６】
　空間エンハンスメント層ビデオ・データを符号化するための動きベクトルを予測する装
置であって、
　ベース層の動きフィールドをアップサンプリングするアップサンプリング手段と、
　前記アップサンプリングされた動きフィールドの動きベクトルをエンハンスメント層の
１６×１６マクロブロックに割り当てる手段と、
　１６×１６マクロブロックの動きベクトルから８×８ブロックについての動きベクトル
を生成する手段であって、イントラ符号化された８×８ブロックについての前記動きベク
トルが前記４つの最近接のインター符号化された８×８ブロックの前記動きベクトルから
補間される、該手段と、
　前記８×８ブロックの動きベクトルから４×４ブロックの動きベクトルを補間する補間
手段と、
　符号化モード決定を実施する手段であって、ベース層スキップ・モードの場合に前記４
×４ブロックの動きベクトルが予測子として使用される該手段と、
を備える、前記装置。
【請求項７】
　前記イントラ符号化された８×８ブロックの動きベクトルを生成するために双一次補間
が使用される、請求項６記載の装置。
【請求項８】
　前記双一次補間は、ｍｖ０＝（（Ｄｃ・ｍｖａ＋Ｄａ・ｍｖｃ）／（Ｄａ＋Ｄｃ）＋（
Ｄｄ・ｍｖｂ＋Ｄｂ・ｍｖｄ）／（Ｄｂ＋Ｄｄ））／２に従って、現８×８ブロックから
前記４つの最近接のインター符号化された８×８ブロックまでの距離を考慮に入れる、請
求項７記載の装置。
【請求項９】
　前記４×４ブロックの動きベクトルを補間するのに、前記現１６×１６マクロブロック
の８×８ブロックの動きベクトルのみが使用される、請求項６記載の装置。
【請求項１０】
　前記４×４ブロックの動きベクトルを補間することは、前記現１６×１６マクロブロッ
クの８×８ブロックの前記動きベクトルに重みを割り当てることを含み、８×８ブロック
の動きベクトルに割り当てられる前記重みは、前記４×４ブロックに隣接するかまたは前
記４×４ブロックに含まれるその２×２サブブロックの数に依存する、請求項９記載の装
置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　特許請求の範囲と実施例との対応関係を図面で使われている参照番号で示すと次の通り
である。
（請求項１）
　空間エンハンスメント層ビデオ・データを符号化するための動きベクトルを予測する方
法であって、
　ベース層の動きフィールドをアップサンプリングするステップと、
　前記アップサンプリングされた動きフィールドの動きベクトルをエンハンスメント層の
１６×１６マクロブロックに割り当てるステップと、
　１６×１６マクロブロックの動きベクトルから８×８ブロックについての動きベクトル
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を生成するステップであって、イントラ符号化された８×８ブロック（ブロック０，．．
．，ブロック３）についての動きベクトルが４つの最近接のインター符号化された８×８
ブロック（ブロックＡ，．．．，ブロックＤ）の動きベクトルから補間される、該ステッ
プと、
　前記イントラ符号化された８×８ブロック（ブロック０，．．．，ブロック３）の動き
ベクトルから４×４ブロックの動きベクトルを補間するステップと、
　符号化モード決定を実施するステップであって、ベース層スキップ・モードの場合に前
記４×４ブロックの動きベクトルが予測子として使用される、該ステップと、
を含む、前記方法。
（請求項６）
　空間エンハンスメント層ビデオ・データを符号化するための動きベクトルを予測する装
置であって、
　ベース層の動きフィールドをアップサンプリングするアップサンプリング手段と、
　前記アップサンプリングされた動きフィールドの動きベクトルをエンハンスメント層の
１６×１６マクロブロックに割り当てる手段と、
　１６×１６マクロブロックの動きベクトルから８×８ブロックについての動きベクトル
を生成する手段であって、イントラ符号化された８×８ブロック（ブロック０，．．．，
ブロック３）についての前記動きベクトルが前記４つの最近接のインター符号化された８
×８ブロック（ブロックＡ，．．．，ブロックＤ）の前記動きベクトルから補間される、
該手段と、
　前記８×８ブロック（ブロック０，．．．，ブロック３）の動きベクトルから４×４ブ
ロックの動きベクトルを補間する補間手段と、
　符号化モード決定を実施する手段であって、ベース層スキップ・モードの場合に前記４
×４ブロックの動きベクトルが予測子として使用される該手段と、
を備える、前記装置。
　本発明の有利な実施例は、従属請求項、以下の記述、および図に開示する。
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